
［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1月1日～2020年5月8日）

2020/4/24 2020/5/8 変化率
1.407 1.408 +0.02%

2020/4/24 2020/5/8 変化幅
6.167 5.971 -0.196

2020/4/24 2020/5/8 変化率
31,327.22 31,642.70 +1.01%
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［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2020年5月8日）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1月1日～2020年5月8日）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

（対象期間：2020/4/27～2020/5/8）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
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英国プルーデンシャル社は、イーストスプリング・インベストメンツ株式会社の最終親会社です。最終親会社およびそのグループ会社は主に米国で事業を展開しているプルデンシャル・ファイ
ナンシャル社、および英国のM&G社の子会社であるプルーデンシャル・アシュアランス社とは関係がありません。

4月27日の週は、投資家のリスク選好が続く中でインド株式市場が
上昇したことからルピーは対米ドルで上昇しました。翌週は、インドのサ
ービス業PMI（購買担当者景気指数）を含む経済指標の大幅な
悪化を受けて景気に対する懸念が強まったことなどから、ルピーが対米
ドルで下落する場⾯もありましたが、対象期間ではルピー高米ドル安
となりました。一方、円も対米ドルで上昇したことから、ルピーは対円で
は小動きとなりました。

4月27日、インド準備銀行（中央銀行、RBI）が流動性リスク対
策として投資信託に5,000億ルピーを供給する枠組みを設けた事な
どから、インド株式市場は30日まで堅調に推移しました。5月4日に
は国内のロックダウン（都市封鎖）の2週間延長が嫌気され大きく
下落、一旦反発したものの、追加の景気支援策が出されない事が
嫌気され7日には再び下落しました。8日は海外市場の上昇に支え
られて反発し、対象期間でも上昇となりました。

4月27日はRBIがオペレーションツイスト*を実施したことから、10年国
債利回りは低下（価格は上昇）し、その後もRBIによる流動性供給
への期待感が支援材料となり、利回りの低下傾向が続きました。翌
週も、5月8日に行われる10年国債の入札や、原油価格が下落する
中での政府の燃料税引き上げによる税収増加への期待感に支えら
れて、利回りの低下傾向が続きました。8日も国債の入札結果が好
感されて利回りは低下、対象期間でも利回り低下となりました。
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*中央銀行が公開市場操作において、長期国債の買い（売り）オペと短期国債の売り（買い）オペを同時に行うことで、市場への資金供給量を一定に保ったまま、長
短金利を逆の方向に動かす金融政策の手法の一つ。
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